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2 月 1 日（金）節分会 

みんなで集まった節分会では福の神からのメッセー

ジが書かれた巻物と、鬼を追い払う力のある大豆が

届きました。大豆を使った食べ物についての話を聞

きました。そして、鬼の紙芝居をよんでいたら、先

生たちのおなかの中に悪い鬼がいることが分かった

のです…みんなの中にもいるのかも！？ 

鬼を追い払う 特別な豆 届けます――福の神より 

鬼の説教～心の中の悪い鬼、寒い冬は山へ連れて帰ります～ 

おなかの中の悪い鬼をみんなでやっつけましょう！それぞれのチームで豆まきをしまし

た。鬼は怖かったけど勇気をもって立ち向かっていくお友だちもいました。そら・くじ

らチームでは、大野地区の保育園では伝統の鬼の説教があり、ドカッとあぐらをかいた

鬼の前に問答無用で連れてこられ、自分の退治したい鬼を赤鬼に向かって宣言します。

大きな声で自分の意志をもって宣言することで心の中の鬼を退治してもらえました。 

節分はもともと季節の分かれ目のことでした 

 旧暦で立春が正月のような扱いだったため、大晦日のような位置づけで、新年を
迎える夜にやってくる鬼を追い払うため、炒った豆を投げたそうです。 
 


